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平成 26 年度学校法人日本医科大学決算 

  去る平成 27 年 5 月 26 日（火）に開催された第 705 回定例理事会及び定例評議員会にお

いて、平成 26 年度学校法人日本医科大学の収支決算が承認・可決されました。 

（法人本部  財務部） 

  
 平成 26 年度は、武蔵境キャンパスの合同教育棟の建設工事が予定通りに竣工し、4 月よ

り日本医科大学と日本獣医生命科学大学の学生が同じキャンパスで学ぶ新体制がスタート

しました。また、新付属病院も予定通りに前期工事が終了し、8 月より稼働を開始し大きな

混乱もなく順調に推移しています。 
その中で、予算においては帰属収支差額 1.5 億円の収入超過を計画してスタートいたしま

したが、診療報酬の実質引き下げの改定や千葉北総病院における院内感染発生への対応等

により、上半期の医療収入が前年度を下回る苦しいスタートとなりました。下半期の 4 病

院の医療収入は付属病院を中心に前年対比で徐々に増加し、年度通算での医療収入は約 10
億円の増加となったものの、予算に対しては 33 億円の未達となりました。また補助金収入

は約 45.6 億円と前年度より 12 億円の減少となりました。支出面では新付属病院オープン

に関わる一時的費用の計上や人員増による人件費の増加、消費税率の引き上げの影響等に

よりほぼ予算通りの執行となりました。 
 上記の要因から帰属収入合計は 847 億円と前年度より 1 億円の増収に留まり、予算対比

では 45 億円の未達でありました。支出合計は 892 億円と前年対比では約 61 億円の大幅増

加となり、予算に対しても 1 億円の超過となりました。帰属収支差額は 44.6 億円という多

額の支出超過計上を余儀なくされ、前年対比では 60 億円の悪化、予算対比では 46 億円の

未達となりました。資金面では、付属病院の建設・医療設備資金のため年度末借入金残高

は 599億円と前年度より 95億円の増加となりましたが、ほぼ予算通りの増加に留めました。 
 
以下に、決算の概要について説明いたします。 

なお、掲載している各計算書の数値は、日常学内で使用している勘定科目により集計し

たもので、決算時に文部科学省に届け出ている学校法人会計基準に準拠したものとは一部

異なる部分があります。 

 

＜消費収支計算書＞ 
収 入 の 部       
学生生徒等納付金 
 日本医科大学、日本獣医生命科学大学、看護専門学校の授業料、入学金、教育充実費等

の金額で 64 億円となりました。 
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医療収入 
 ４病院（付属病院、武蔵小杉病院、多摩永山病院、千葉北総病院）、クリニック（腎クリ

ニック、呼吸ケアクリニック、成田国際空港クリニック）、健診医療センターを合わせ、689
億 5 千万円で対予算比 33 億円の減収となりましたが、対前年比では 10 億円の増収となり

ました。 
 
寄付金 
 9 億円で対予算比 3 億円の減収となりましたが、対前年比では 7 千万円の増収となりまし

た。寄付金の中には千駄木地区再開発募金による寄付金が 2 億 3 千万円含まれています。

その他、主に企業等から講座、教室等に対する寄付金、日本医科大学、日本獣医生命科学

大学の教育研究施設に対する寄付金等が含まれています。 
 
補助金 
国、地方公共団体等から、法人全体で 45 億 6 千万円の補助金を受け、対予算比 10 億円

の減収となりました。 
 
付属事業収入 
 付属事業収入は、日本獣医生命科学大学の動物医療センターとワクチン療法研究施設で

行われている丸山ワクチンによる収入が主であり、6 億 7 千万円となりました。 
 
受託事業収入 
 受託事業収入は、受託検査・受託指導・受託研究・治験・受託事業の収入であり、13 億

円で対予算比 8 千万円の減収となりました。 
 
 
支 出 の 部       
人件費 
 総額で、397 億 2 千万円、対予算比 1 億 7 千万円の増加となりました。  
 
管理費 
 管理費は、施設・設備の修繕費、業務委託費、各種機械の保守維持費等 151 億 2 千万円

で対予算比 12 億円の増加となりましたが、これは新付属病院オープン（前期）にかかる一

時的費用によるものです。 
 
教育研究費 
 日本医科大学、日本獣医生命科学大学、看護専門学校の学生教育に必要な経費及び各講
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座・教室に予算配分される研究費が主であり、23 億円で、対予算比 7 億 9 千万円の減少と

なりました。 
 
医療経費 
 医療経費は 236 億 5 千万円、対予算比７億円の減少となり、医療経費比率は 34.3%とな

りました。 
 
施設・設備支出 
 平成 26 年度の主な施設・設備の整備のための投資は次のとおりです。 
（アクションプラン 21 関係工事） 

➣ 付属病院建設工事に係る費用及び設備整備 
（法人本部） 
  ➣ ３号館改修工事 
（日本医科大学） 

➣ ７号館臨床医学大学院分野にかかる研究体制整備工事 
（日本獣医生命科学大学） 

➣  合同教育棟（E 棟）設備整備 
（武蔵小杉病院） 

➣  Ａ館ナースコール設備更新工事 
（多摩永山病院） 

➣  更衣室棟建設工事 
（千葉北総病院） 

➣  Ａ棟 4階改修工事 
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